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歓迎会で、頼田ホストファミリーの家族紹介

円山グランドゴルフ同好会との交流高校生サークルとの交流

法勝寺宿“よらいやぁ”で高齢者との交流 会見第二小学校へ表敬訪問

第25回韓国ハンリム大学生

ホームステイ事業“絆”

歓迎会
の

楽しい
時間

原家で茶道体験



なんぶ議会だより　第 60号 2なんぶ議会だより　第 60号3

６月定例議会報告・条例と発議案 ６月定例議会報告
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終
え
た
地
域
お
こ
し
協
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か
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の
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。
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テ
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改
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の
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。
こ
の
無
償

　
化
の
恩
恵
は
、
高
所
得
の
人
の
方
が

　
大
き
く
、
格
差
を
広
げ
て
い
る
。

賛
成
意
見

①
体
験
型
観
光
事
業
で
、
観
光
協
会
の

　
欠
員
の
問
題
は
、
い
つ
ま
で
も
応
募

　
が
な
い
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
待
つ

　
よ
り
も
、
職
員
を
補
充
し
て
事
業
を

　
進
め
る
こ
と
を
優
先
す
べ
き
だ
。
必

　
要
な
組
み
換
え
の
補
正
予
算
だ
。

②
保
育
園
の
無
償
化
に
よ
る
シ
ス
テ
ム

　
改
修
は
、
国
が
国
策
と
し
て
消
費
税

　
を
上
げ
る
。
そ
の
増
額
分
の
一
部
を

　
子
ど
も
・
子
育
て
世
代
に
持
っ
て
い

　
く
、
こ
れ
に
対
応
す
べ
き
必
要
な
シ

　
ス
テ
ム
改
修
予
算
だ
。
　

③
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
し
た
森

　
林
整
備
促
進
事
業
が
あ
る
。
必
要
な

　
予
算
だ
。

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○○○○○○○○

×

令和元年度一般会計補正予算採決結果

会計名／議員名（議席番号順）

　令和元年６月定例議会が、14日から21日までの会期で開催され、開会の初日に専決処分の６議案を承認しま
した。そして、令和元年度の一般会計補正予算と条例の制定ほか６議案と陳情２件と７発議が審議されました。

一般会計補正予算
歳入歳出予算の総額に、50,118千円を追加し、
総額を歳入歳出それぞれ　6,748,118千円とする。

賛成多数で可決

森林整備促進事業
……4,200千円

本年度から譲与される森林環境譲与税を財源とし
た森林整備の促進を図る。
①間伐の促進に向けた助成　2,000千円
　補助金の交付決定を受けた者に1,000円/㎥を
　上限に上乗せ助成
②森林管理に関する所有者意向調査　2,200千円
　調査を外部委託する

災害対策事業……2,218千円
●防災訓練を通じて土のう袋を各区で事前準備で
　きる体制づくりを行う。
●平成31年３月に県の備蓄に関する要綱の改正
　があり、目標数量が増加。
①防災訓練　497千円
②備蓄追加　1,721千円

子ども子育て支援システム
改修事業 ……9,845千円
10月から始まる幼児教育・保育の無償化に伴
い、現在使用している子ども子育て支援システム
を改修する。
改修内容
①子どものための教育・保育給付
②子どものための施設等利用給付
③地域子ども・子育て支援事業における補足給付
　事業

予防接種事業……2,863千円
国が風しんの追加対策として定めた昭和37年４
月２日から昭和54年４月１日の間に生まれた男
性を対象に実施する風しんの抗体検査及び予防接
種法の規定に基づく風しんの第５期の定期接種の
実施にかかる費用。
①対象者全員（524名）に抗体検査及び予防接
　種のクーポン券を送付
②抗体検査及び予防接種の実施

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤
○○

××××××××××

○賛否
発議名／議員名（議席番号順）

③地域からの経済好循環の実現に向け最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を求める意見書…

討
論

反対 　最低賃金の1,000円への引き上げより
も、まずは中小企業支援策の実施が先で

はないか。大幅な最低賃金引き上げは、地域の弱い企
業や労働者を直撃し仕事を奪うこととなる。

　しっかりと中小業者への支援策を投じ
てこれを行なって、最低賃金が1,000円

以上保障できるような国にしていくために、皆さんと
一緒に声を上げていきたい。

賛成少数で不採択

賛成

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤
○○

××××××××××

○賛否
発議名／議員名（議席番号順）

②国民健康保険税の負担軽減を図るため､公費投入を求める意見書

討
論

反対 　国民健康保険税は所得割、資産割、均等
割、平等割で構成されているが、国はこれを

所得割と均等割りにしたいと考えているようである。確かに
子どもが増えれば負担も増えるが、その負担分は子育て支援
で支えていけば良いと思う｡

賛成 　所得は下がっているが、逆に税の方は上がってい
るという不合理な状況がある。また国保には構造的

な欠陥があって法定的な減免制度が出来たと思う。払いたいけれども
払えない状況の人が、安心して保険証を使えるように、公費で負担す
ることを求めることに賛成する｡

賛成少数で不採択…

①辺野古新基地建設の即時中止と､普天間基地の返還について､国民的議論が民主主義及び憲法の規定に
基づき公正･民主的に行なわれるよう､関連する情報の公開･提供を求める意見書

討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤
○○

××××××××××

○賛否
発議名／議員名（議席番号順）

反対 　もしも基地が不要で米軍は出ていけと
なった場合、誰が日本を守るのかという

ことが問題となる。そのためには憲法も改正しなけれ
ばならず、そちらの方を先に進めなければならなくな
る。

賛成 　圧倒的な数で沖縄に基地がある｡アメリカは
沖縄県民の土地をつぶして基地をつくって居座

っている｡普天間基地の周辺には学校もあり保育園もあるが､
落下物などの危険に常に晒されている｡これは辺野古へと場所
が変わっても同じことである｡

賛成少数で不採択

発議案の審査結果

…

消費税及び地方消費税の税率改定等に伴う関係条例の整理に
関する条例
 〇消費税率改正に伴い諸条例(病院､上下水道､し尿処理)の利用料等の一部を改定する条例

討
論

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××
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×

消費税及び地方消費税の税率改定等に伴う関係条例の整理に関する条例

条例名／議員名（議席番号順）

反対 　10月からの消費税分の加算だが、公共
料金に消費税分を加算することはおかし

い。増税分は町が負担すべき。　

賛成 　今回の増税分を町や病院が負担するこ
とは財政的にかなり厳しい。住民負担増

は心苦しいが､子育て支援のための財源であり理解し
たい。

賛成多数で可決

条例案の審査結果

…
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令和元年度一般会計補正予算採決結果
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　令和元年６月定例議会が、14日から21日までの会期で開催され、開会の初日に専決処分の６議案を承認しま
した。そして、令和元年度の一般会計補正予算と条例の制定ほか６議案と陳情２件と７発議が審議されました。

一般会計補正予算
歳入歳出予算の総額に、50,118千円を追加し、
総額を歳入歳出それぞれ　6,748,118千円とする。

賛成多数で可決

森林整備促進事業
……4,200千円

本年度から譲与される森林環境譲与税を財源とし
た森林整備の促進を図る。
①間伐の促進に向けた助成　2,000千円
　補助金の交付決定を受けた者に1,000円/㎥を
　上限に上乗せ助成
②森林管理に関する所有者意向調査　2,200千円
　調査を外部委託する

災害対策事業……2,218千円
●防災訓練を通じて土のう袋を各区で事前準備で
　きる体制づくりを行う。
●平成31年３月に県の備蓄に関する要綱の改正
　があり、目標数量が増加。
①防災訓練　497千円
②備蓄追加　1,721千円

子ども子育て支援システム
改修事業 ……9,845千円
10月から始まる幼児教育・保育の無償化に伴
い、現在使用している子ども子育て支援システム
を改修する。
改修内容
①子どものための教育・保育給付
②子どものための施設等利用給付
③地域子ども・子育て支援事業における補足給付
　事業

予防接種事業……2,863千円
国が風しんの追加対策として定めた昭和37年４
月２日から昭和54年４月１日の間に生まれた男
性を対象に実施する風しんの抗体検査及び予防接
種法の規定に基づく風しんの第５期の定期接種の
実施にかかる費用。
①対象者全員（524名）に抗体検査及び予防接
　種のクーポン券を送付
②抗体検査及び予防接種の実施
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③地域からの経済好循環の実現に向け最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を求める意見書…
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反対 　最低賃金の1,000円への引き上げより
も、まずは中小企業支援策の実施が先で

はないか。大幅な最低賃金引き上げは、地域の弱い企
業や労働者を直撃し仕事を奪うこととなる。

　しっかりと中小業者への支援策を投じ
てこれを行なって、最低賃金が1,000円

以上保障できるような国にしていくために、皆さんと
一緒に声を上げていきたい。
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②国民健康保険税の負担軽減を図るため､公費投入を求める意見書
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反対 　国民健康保険税は所得割、資産割、均等
割、平等割で構成されているが、国はこれを

所得割と均等割りにしたいと考えているようである。確かに
子どもが増えれば負担も増えるが、その負担分は子育て支援
で支えていけば良いと思う｡

賛成 　所得は下がっているが、逆に税の方は上がってい
るという不合理な状況がある。また国保には構造的

な欠陥があって法定的な減免制度が出来たと思う。払いたいけれども
払えない状況の人が、安心して保険証を使えるように、公費で負担す
ることを求めることに賛成する｡

賛成少数で不採択…

①辺野古新基地建設の即時中止と､普天間基地の返還について､国民的議論が民主主義及び憲法の規定に
基づき公正･民主的に行なわれるよう､関連する情報の公開･提供を求める意見書

討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤
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反対 　もしも基地が不要で米軍は出ていけと
なった場合、誰が日本を守るのかという

ことが問題となる。そのためには憲法も改正しなけれ
ばならず、そちらの方を先に進めなければならなくな
る。

賛成 　圧倒的な数で沖縄に基地がある｡アメリカは
沖縄県民の土地をつぶして基地をつくって居座

っている｡普天間基地の周辺には学校もあり保育園もあるが､
落下物などの危険に常に晒されている｡これは辺野古へと場所
が変わっても同じことである｡

賛成少数で不採択

発議案の審査結果

…

消費税及び地方消費税の税率改定等に伴う関係条例の整理に
関する条例
 〇消費税率改正に伴い諸条例(病院､上下水道､し尿処理)の利用料等の一部を改定する条例

討
論

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○○○○○○○○

×

消費税及び地方消費税の税率改定等に伴う関係条例の整理に関する条例

条例名／議員名（議席番号順）

反対 　10月からの消費税分の加算だが、公共
料金に消費税分を加算することはおかし

い。増税分は町が負担すべき。　

賛成 　今回の増税分を町や病院が負担するこ
とは財政的にかなり厳しい。住民負担増

は心苦しいが､子育て支援のための財源であり理解し
たい。

賛成多数で可決

条例案の審査結果

…
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一般質問

近
年
、
木
材
使
用
の
減
少
で

森
林
整
備
が
進
ま
ず
、
産
業

の
み
な
ら
ず
、
国
土
保
全
や
災
害
防

止
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
国
は
、
我
が
国
の
森
林
を
支
え
る

仕
組
み
と
し
て
、
森
林
環
境
税
と
し

て
国
民
か
ら
千
円
を
徴
収
し
、
譲
与

税
と
し
て
全
国
市
町
村
等
へ
配
分
す

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
森
林
整
備
の

促
進
と
木
材
の
活
用
、
普
及
啓
発
が

促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効
的
な
活

用
に
つ
い
て
伺
う
。

譲
与
税
は
間
伐
の
促
進
、
林

業
の
人
材
育
成
、
担
い
手
確

保
、
木
材
の
利
用
促
進
や
普
及
啓
発

活
動
な
ど
、
森
林
整
備
促
進
に
関
す

る
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
財

源
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
森
林
経
営
管
理
制

度
に
伴
う
森
林
所
有
者
の
意
向
調
査

を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
。
森
林
所

有
者
が
管
理
で
き
な
い
場
合
、
町
が

変
わ
っ
て
管
理
、
ま
た
は
林
業
事
業

者
へ
委
託
し
て
管
理
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
木
材
の
搬
出
量
を
加
速
す

る
た
め
、
間
伐
材
搬
出
に
要
す
る
経

費
に
対
す
る
支
援
を
行
う
計
画
で
あ

る
。

　
今
後
、
木
材
の
生
産
と
消
費
の
町

内
循
環
を
促
す
た
め
、
森
林
譲
与
税

を
追
い
風
と
し
て
、
停
滞
し
て
い
る

林
業
を
活
性
化
し
、
里
山
保
全
に
も

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

板
井

町
長 森

林
環
境
譲
与
税

板
井
　隆 

議
員

Ｑ
譲
与
税
の
有
効
的
な
活
用
に
つ
い
て

Ａ
譲
与
税
を
追
い
風
に
し
、
停
滞
す
る
林
業
を
活
性
化
し
た
い

町
長

下
水
道
事
業
の
予
算
の
中
で

維
持
管
理
費
の
占
め
る
割
合

は
大
き
い
。
そ
の
中
で
も
特
に
汚
泥

処
理
費
が
大
き
い
。

　
旧
西
伯
の
汚
泥
処
理
の
方
法
は
、

下
水
道
汚
泥
を
コ
ン
ポ
ス
ト
化
し
て

肥
料
と
し
て
農
地
還
元
を
し
て
い

る
。
し
か
し
、
現
在
、
コ
ン
ポ
ス
ト

施
設
の
運
営
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
施
設
の
運
営
、
改
修
等

は
ど
う
す
る
の
か
、
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

日
吉
津
村
、
大
山
町
、
南
部

町
の
一
村
二
町
で
運
営
し
て

い
る
コ
ン
ポ
ス
ト
施
設
、
こ
れ
は
み

の
り
の
郷
と
呼
ん
で
い
る
。
下
水
道

事
業
の
開
始
当
時
は
、
汚
泥
処
分
に

つ
い
て
は
近
隣
に
処
分
先
が
な
く
、

多
大
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
、
日
吉
津
村
、
旧
大
山
町
、
旧

西
伯
町
で
一
村
二
町
下
水
道
協
議
会

を
発
足
し
、
移
動
脱
水
車
を
共
同
購

入
し
て
汚
泥
処
理
を
行
っ
て
き
た
。

汚
泥
の
有
効
活
用
と
し
て
、
こ
の
一

村
二
町
下
水
道
協
議
会
の
枠
組
み
で

コ
ン
ポ
ス
ト
施
設
を
建
設
し
、
平
成

11
年
か
ら
稼
働
を
続
け
、
20
年
が
経

過
し
た
と
こ
ろ
だ
。
年
間
の
維
持
管

理
費
は
約
２
百
6
万
円
。
南
部
町
の

負
担
額
は
年
間
約
１
千
２
百
万
円
程

度
と
な
っ
て
い
る
。

　
近
年
は
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
脱

臭
設
備
の
機
能
が
低
下
し
、
周
辺
地

域
か
ら
匂
い
の
苦
情
が
増
え
て
い

る
。
脱
臭
機
能
の
強
化
が
対
策
と
な

る
。
こ
れ
に
は
多
額
の
設
備
投
資
が

必
要
と
な
る
の
で
、
下
水
道
協
議
会

で
今
後
の
施
設
方
針
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
て
い
る
。

　
下
水
道
協
議
会
で
汚
泥
処
分
コ
ス

ト
に
係
る
経
済
比
較
を
行
い
、
脱
水

汚
泥
の
施
設
へ
の
搬
入
は
平
成
31
年

３
月
末
ま
で
と
し
、
４
月
以
降
は
、

脱
水
汚
泥
は
各
町
村
で
処
理
し
、
施

設
の
稼
働
は
年
内
を
持
っ
て
休
止
す

る
方
向
で
協
議
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。

下
水
道
事
業

荊
尾
芳
之 

議
員

Ｑ
コ
ン
ポ
ス
ト
施
設
の
運
営
改
修
は

Ａ
下
水
道
協
議
会
で
休
止
の
方
向
で
協
議

町
長

荊
尾

町
長

一般質問ダイジェスト
あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

人口減少対応

障がい者支援

下水道事業

森林環境譲与税の活用

西伯カントリーパークの周辺整備

消費税

ＴＰＰ

国民健康保険税と後期高齢者医療保険料の軽減を求める

教育費の保護者負担の軽減を求める

町の保育施策を問う

地域防災の取り組み

観光事業

教育施策

質　問　事　項

１

２

３

４

５

６

7

８

長束  博信

荊尾  芳之

板井  　隆

加藤  　学

亀尾  共三

真壁  容子

仲田  司朗

細田  元教

１

２

１

１

２

１

２

１

２

１

１

１

２

25

30

30

30

30

30

30

30

議 員 名 発言時間

【質問の通告】
一般質問は、議題と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

西部森林組合　ウィンチ集材

①
町
の
人
口
が
減
少
し
て
い

く
と
様
々
な
事
柄
が
縮
む
方

向
に
な
る
。
人
口
減
に
歯
止
め
を
か

け
る
施
策
で
今
後
何
が
重
要
な
こ
と

か
。

②
「
ひ
と
・
し
ご
と
・
く
ら
し
」
を

考
え
た
と
き
働
く
場
所
が
キ
ー
と
な

る
。
商
業
・
工
業
等
に
つ
い
て
働
く

場
所
の
創
出
、
雇
用
創
出
の
考
え
は

あ
る
か
。

③
移
住
・
定
住
促
進
の
魅
力
づ
く
り

の
戦
略
は
あ
る
の
か
。

①
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
て
人
口
を
維
持
し
続
け
る

た
め
に
、
地
域
に
活
気
が
あ
り
、
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
町
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。
今
後
重
要
な
こ

と
は
、
や
は
り
若
者
の
流
出
防
止
と

地
域
外
か
ら
の
人
材
確
保
だ
と
考
え

て
い
る
。

②
県
外
の
大
学
等
に
進
学
し
た
後
、

Ｕ
タ
ー
ン
し
な
い
理
由
と
し
て
自
分

の
希
望
す
る
職
種
の
仕
事
が
無
い
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
求
人
側
と
求
職

側
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
い
る
。

今
後
も
予
想
さ
れ
る
人
手
不
足
を
解

消
す
る
に
は
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
と

と
も
に
、
女
性
、
高
齢
者
、
障
が
い

者
等
の
潜
在
労
働
力
の
就
業
促
進
が

重
要
と
考
え
て
お
り
南
部
町
、
な
ん

ぶ
里
山
デ
ザ
イ
ン
機
構
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
米
子
の
三
者
で
今
年
１
月
に

業
務
提
携
し
潜
在
労
働
力
の
掘
り
起

し
を
進
め
て
い
く
。

③
南
部
町
で
は
「
あ
な
た
の
活
き
方

を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
ま
ち
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
施
策
を
進
め

て
い
る
。
移
住
者
が
地
域
に
定
着
し

長
く
住
み
続
け
る
に
は
孤
立
す
る
こ

と
な
く
地
域
に
溶
け
込
み
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
日
常
生
活
を
送
れ
る
こ

と
が
重
要
だ
。
町
で
は
移
住
者
向
け

の
空
き
家
活
用
し
、
集
落
活
動
、
交

流
や
地
域
貢
献
の
で
き
る
環
境
整
備

を
進
め
て
い
る
。
空
き
家
に
入
居
を

希
望
す
る
者
に
対
し
不
足
し
て
い
る

実
態
が
あ
る
の
で
新
た
な
宅
地
造
成

も
検
討
し
た
い
。

人
口
減
少
問
題

長
束
博
信 

議
員

Ｑ
人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
る
今
後
重
要
な
こ
と
は

Ａ
若
者
の
流
出
防
止
と
地
域
外
か
ら
の
人
材
確
保
だ

町
長

長
束

町
長
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一般質問

近
年
、
木
材
使
用
の
減
少
で

森
林
整
備
が
進
ま
ず
、
産
業

の
み
な
ら
ず
、
国
土
保
全
や
災
害
防

止
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
国
は
、
我
が
国
の
森
林
を
支
え
る

仕
組
み
と
し
て
、
森
林
環
境
税
と
し

て
国
民
か
ら
千
円
を
徴
収
し
、
譲
与

税
と
し
て
全
国
市
町
村
等
へ
配
分
す

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
森
林
整
備
の

促
進
と
木
材
の
活
用
、
普
及
啓
発
が

促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効
的
な
活

用
に
つ
い
て
伺
う
。

譲
与
税
は
間
伐
の
促
進
、
林

業
の
人
材
育
成
、
担
い
手
確

保
、
木
材
の
利
用
促
進
や
普
及
啓
発

活
動
な
ど
、
森
林
整
備
促
進
に
関
す

る
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
財

源
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
森
林
経
営
管
理
制

度
に
伴
う
森
林
所
有
者
の
意
向
調
査

を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
。
森
林
所

有
者
が
管
理
で
き
な
い
場
合
、
町
が

変
わ
っ
て
管
理
、
ま
た
は
林
業
事
業

者
へ
委
託
し
て
管
理
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
木
材
の
搬
出
量
を
加
速
す

る
た
め
、
間
伐
材
搬
出
に
要
す
る
経

費
に
対
す
る
支
援
を
行
う
計
画
で
あ

る
。

　
今
後
、
木
材
の
生
産
と
消
費
の
町

内
循
環
を
促
す
た
め
、
森
林
譲
与
税

を
追
い
風
と
し
て
、
停
滞
し
て
い
る

林
業
を
活
性
化
し
、
里
山
保
全
に
も

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

板
井

町
長 森

林
環
境
譲
与
税

板
井
　隆 

議
員

Ｑ
譲
与
税
の
有
効
的
な
活
用
に
つ
い
て

Ａ
譲
与
税
を
追
い
風
に
し
、
停
滞
す
る
林
業
を
活
性
化
し
た
い

町
長

下
水
道
事
業
の
予
算
の
中
で

維
持
管
理
費
の
占
め
る
割
合

は
大
き
い
。
そ
の
中
で
も
特
に
汚
泥

処
理
費
が
大
き
い
。

　
旧
西
伯
の
汚
泥
処
理
の
方
法
は
、

下
水
道
汚
泥
を
コ
ン
ポ
ス
ト
化
し
て

肥
料
と
し
て
農
地
還
元
を
し
て
い

る
。
し
か
し
、
現
在
、
コ
ン
ポ
ス
ト

施
設
の
運
営
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
施
設
の
運
営
、
改
修
等

は
ど
う
す
る
の
か
、
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

日
吉
津
村
、
大
山
町
、
南
部

町
の
一
村
二
町
で
運
営
し
て

い
る
コ
ン
ポ
ス
ト
施
設
、
こ
れ
は
み

の
り
の
郷
と
呼
ん
で
い
る
。
下
水
道

事
業
の
開
始
当
時
は
、
汚
泥
処
分
に

つ
い
て
は
近
隣
に
処
分
先
が
な
く
、

多
大
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
、
日
吉
津
村
、
旧
大
山
町
、
旧

西
伯
町
で
一
村
二
町
下
水
道
協
議
会

を
発
足
し
、
移
動
脱
水
車
を
共
同
購

入
し
て
汚
泥
処
理
を
行
っ
て
き
た
。

汚
泥
の
有
効
活
用
と
し
て
、
こ
の
一

村
二
町
下
水
道
協
議
会
の
枠
組
み
で

コ
ン
ポ
ス
ト
施
設
を
建
設
し
、
平
成

11
年
か
ら
稼
働
を
続
け
、
20
年
が
経

過
し
た
と
こ
ろ
だ
。
年
間
の
維
持
管

理
費
は
約
２
百
6
万
円
。
南
部
町
の

負
担
額
は
年
間
約
１
千
２
百
万
円
程

度
と
な
っ
て
い
る
。

　
近
年
は
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
脱

臭
設
備
の
機
能
が
低
下
し
、
周
辺
地

域
か
ら
匂
い
の
苦
情
が
増
え
て
い

る
。
脱
臭
機
能
の
強
化
が
対
策
と
な

る
。
こ
れ
に
は
多
額
の
設
備
投
資
が

必
要
と
な
る
の
で
、
下
水
道
協
議
会

で
今
後
の
施
設
方
針
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
て
い
る
。

　
下
水
道
協
議
会
で
汚
泥
処
分
コ
ス

ト
に
係
る
経
済
比
較
を
行
い
、
脱
水

汚
泥
の
施
設
へ
の
搬
入
は
平
成
31
年

３
月
末
ま
で
と
し
、
４
月
以
降
は
、

脱
水
汚
泥
は
各
町
村
で
処
理
し
、
施

設
の
稼
働
は
年
内
を
持
っ
て
休
止
す

る
方
向
で
協
議
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。

下
水
道
事
業

荊
尾
芳
之 

議
員

Ｑ
コ
ン
ポ
ス
ト
施
設
の
運
営
改
修
は

Ａ
下
水
道
協
議
会
で
休
止
の
方
向
で
協
議

町
長

荊
尾

町
長

一般質問ダイジェスト
あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

人口減少対応

障がい者支援

下水道事業

森林環境譲与税の活用

西伯カントリーパークの周辺整備

消費税

ＴＰＰ

国民健康保険税と後期高齢者医療保険料の軽減を求める

教育費の保護者負担の軽減を求める

町の保育施策を問う

地域防災の取り組み

観光事業

教育施策

質　問　事　項

１

２

３

４

５

６

7

８

長束  博信

荊尾  芳之

板井  　隆

加藤  　学

亀尾  共三

真壁  容子

仲田  司朗

細田  元教

１

２

１

１

２

１

２

１

２

１

１

１

２

25

30

30

30

30

30

30

30

議 員 名 発言時間

【質問の通告】
一般質問は、議題と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

西部森林組合　ウィンチ集材

①
町
の
人
口
が
減
少
し
て
い

く
と
様
々
な
事
柄
が
縮
む
方

向
に
な
る
。
人
口
減
に
歯
止
め
を
か

け
る
施
策
で
今
後
何
が
重
要
な
こ
と

か
。

②
「
ひ
と
・
し
ご
と
・
く
ら
し
」
を

考
え
た
と
き
働
く
場
所
が
キ
ー
と
な

る
。
商
業
・
工
業
等
に
つ
い
て
働
く

場
所
の
創
出
、
雇
用
創
出
の
考
え
は

あ
る
か
。

③
移
住
・
定
住
促
進
の
魅
力
づ
く
り

の
戦
略
は
あ
る
の
か
。

①
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
て
人
口
を
維
持
し
続
け
る

た
め
に
、
地
域
に
活
気
が
あ
り
、
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
町
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。
今
後
重
要
な
こ

と
は
、
や
は
り
若
者
の
流
出
防
止
と

地
域
外
か
ら
の
人
材
確
保
だ
と
考
え

て
い
る
。

②
県
外
の
大
学
等
に
進
学
し
た
後
、

Ｕ
タ
ー
ン
し
な
い
理
由
と
し
て
自
分

の
希
望
す
る
職
種
の
仕
事
が
無
い
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
求
人
側
と
求
職

側
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
い
る
。

今
後
も
予
想
さ
れ
る
人
手
不
足
を
解

消
す
る
に
は
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
と

と
も
に
、
女
性
、
高
齢
者
、
障
が
い

者
等
の
潜
在
労
働
力
の
就
業
促
進
が

重
要
と
考
え
て
お
り
南
部
町
、
な
ん

ぶ
里
山
デ
ザ
イ
ン
機
構
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
米
子
の
三
者
で
今
年
１
月
に

業
務
提
携
し
潜
在
労
働
力
の
掘
り
起

し
を
進
め
て
い
く
。

③
南
部
町
で
は
「
あ
な
た
の
活
き
方

を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
ま
ち
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
施
策
を
進
め

て
い
る
。
移
住
者
が
地
域
に
定
着
し

長
く
住
み
続
け
る
に
は
孤
立
す
る
こ

と
な
く
地
域
に
溶
け
込
み
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
日
常
生
活
を
送
れ
る
こ

と
が
重
要
だ
。
町
で
は
移
住
者
向
け

の
空
き
家
活
用
し
、
集
落
活
動
、
交

流
や
地
域
貢
献
の
で
き
る
環
境
整
備

を
進
め
て
い
る
。
空
き
家
に
入
居
を

希
望
す
る
者
に
対
し
不
足
し
て
い
る

実
態
が
あ
る
の
で
新
た
な
宅
地
造
成

も
検
討
し
た
い
。

人
口
減
少
問
題

長
束
博
信 

議
員

Ｑ
人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
る
今
後
重
要
な
こ
と
は

Ａ
若
者
の
流
出
防
止
と
地
域
外
か
ら
の
人
材
確
保
だ

町
長

長
束

町
長
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一般質問

消
費
税
は
収
入
が
少
な
く
、

収
入
の
殆
ど
を
消
費
に
使
う

人
に
と
っ
て
税
率
が
高
く
な
り
、
収

入
が
多
く
収
入
の
多
く
を
消
費
に
回

さ
な
い
人
に
と
っ
て
は
税
率
が
低

い
。
高
所
得
者
が
優
遇
さ
れ
不
平
等

と
な
る
。

①
本
来
な
ら
消
費
税
は
廃
止
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
町
長
は

ど
う
考
え
る
か
？

②
２
０
２
９
年
９
月
以
降
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
免
税
業

者
か
ら
仕
入
れ
を
行
っ
た
場
合
、
税

額
控
除
が
出
来
な
く
な
る
。
そ
の

為
、
仕
入
れ
業
者
は
免
税
業
者
か
ら

の
仕
入
れ
を
止
め
る
か
、
免
税
業
者

に
対
し
て
値
引
き
を
求
め
る
事
に
な

る
。
こ
の
様
な
制
度
の
導
入
を
ど
の

様
に
考
え
る
か
？

③
消
費
税
が
10
％
に
な
っ
た
場
合
、

南
部
町
内
の
公
共
料
金
で
値
上
げ
に

な
る
も
の
は
何
が
あ
る
か
？

①
消
費
税
導
入
の
背
景
は
少

子
高
齢
化
に
伴
う
年
金
、
福

祉
を
中
心
と
し
た
社
会
保
障
費
の
財

源
確
保
を
目
的
と
し
て
い
る
。
異
を

唱
え
る
気
持
ち
は
な
い
。

②
今
回
の
税
制
改
正
の
大
き
な
論
点

の
一
つ
。
事
業
者
に
取
っ
て
は
少
な

か
ら
ず
影
響
は
懸
念
さ
れ
る
。
私
自

身
、
制
度
の
構
築
に
関
し
、
地
方
議

会
で
賛
否
の
議
論
は
馴
染
ま
な
い
と

考
え
る
。
質
問
に
対
す
る
答
弁
は
控

え
る
。

③
上
下
水
道
事
業
、
病
院
事
業
な
ど

の
公
営
企
業
会
計
は
料
金
の
算
定
根

拠
に
消
費
税
が
直
接
影
響
し
、
増
税

分
２
％
が
増
額
と
な
る
。
一
方
、
地

方
自
治
体
の
一
般
会
計
は
消
費
税
の

納
税
額
が
発
生
し
な
い
。
し
か
し
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
会
議
室
の
使
用
料

や
手
数
料
な
ど
は
民
間
と
の
競
合
の

観
点
か
ら
消
費
税
を
考
慮
す
べ
き
料

金
で
あ
る
。
10
月
の
消
費
税
増
税
の

時
期
と
は
一
致
し
な
い
が
、
各
施
設

の
基
本
使
用
料
に
つ
い
て
、
消
費
税

を
考
慮
し
た
提
案
を
改
め
て
、
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

消
費
税

加
藤
　学 

議
員

Ｑ
消
費
税
は
廃
止
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

Ａ
異
を
唱
え
る
気
は
な
い

町
長

加
藤町

の
保
育
施
策

真
壁
容
子 

議
員

Ｑ
正
規
職
員
化
で
雇
用
の
安
定
を

Ａ
長
期
的
に
見
れ
ば
民
間
サ
ー
ビ
ス
が
あ
が
っ
て
い
く
の
で
は

町
長

国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

亀
尾
共
三 

議
員

Ｑ
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
求
め
る

Ａ
繰
り
入
れ
は
考
え
て
い
な
い

町
長

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の

多
く
は
所
得
が
増
え
な
い

中
、
精
い
っ
ぱ
い
背
伸
び
し
な
が
ら

税
を
納
め
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態

だ
。
負
担
の
軽
減
を
求
め
る
。
国
保

税
は
他
の
健
康
保
険
と
比
べ
構
造
上

で
負
担
が
高
い
、
軽
減
の
た
め
に
、

国
保
会
計
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
求
め
る
。

　
所
得
が
な
い
世
帯
、
33
万
円
以

下
、
60
万
５
千
円
以
下
、
88
万
円
以

下
、
１
７
０
万
５
千
円
以
下
、
そ
れ

ぞ
れ
の
税
額
は
幾
ら
か
。

　
国
の
法
定
減
免
制
度
に
該
当
の
軽

減
世
帯
で
２
割
、
５
割
、
７
割
の
数

は
幾
ら
か
。
３
月
議
会
に
続
き
、
均

等
割
り
の
廃
止
を
求
め
る
。

　
次
に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
対

象
者
数
と
ひ
と
り
暮
ら
し
数
と
％
は

幾
ら
か
。

　
所
得
の
最
高
額
と
最
低
額
、
平
均

額
は
幾
ら
か
。

所
得
な
し
世
帯
は
、
２
万
１

４
２
０
円
。
33
万
円
以
下
は

９
万
４
０
８
０
円
。
60
万
５
千
円
以

下
は
13
万
９
１
６
０
円
。
88
万
円
以

下
は
16
万
９
９
６
０
円
。
１
７
０
万

５
千
円
以
下
は
26
万
２
３
６
０
円
で

あ
る
。

　
法
定
減
免
世
帯
の
数
は
９
２
５
世

帯
、
62
．８
％
で
あ
る
。
そ
の
内
訳

と
し
て
２
割
軽
減
は
１
６
４
世
帯
、

５
割
は
３
２
６
世
帯
、
７
割
は
４
３

５
世
帯
で
あ
る
。
均
等
割
り
の
廃
止

は
出
来
な
い
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
国
保
会

計
に
投
入
す
る
こ
と
は
、
国
保
世
帯

以
外
の
町
民
の
方
と
の
負
担
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
理
解
が
得
ら
れ
が
た

い
。
繰
り
入
れ
は
考
え
て
い
な
い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
支

援
は
、
２
０
５
１
人
、
一
人
暮
ら
し

は
３
５
１
世
帯
、
75
歳
以
上
の
方
の

課
税
デ
ー
タ
を
集
計
し
た
と
こ
ろ
、

所
得
額
の
平
均
は
38
万
６
８
３
９
円

で
あ
っ
た
。

亀
尾

町
長

地
域
防
災

仲
田
司
朗 

議
員

Ｑ
総
務
課
内
に
「
防
災
室
」
の
設
置
の
考
え
は

Ａ
室
の
設
置
は
な
か
な
か
難
し
い

町
長

現
在
、
事
務
職
員
の
担
当
者

と
新
た
に
採
用
さ
れ
て
い
る

防
災
担
当
者
で
町
内
の
防
災
全
般
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
近
年
の
豪

雨
災
害
等
を
鑑
み
る
と
、
い
つ
災
害
が

あ
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、
限

ら
れ
た
職
員
で
は
な
か
な
か
対
応
し
き

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
町

内
に
は
専
門
知
識
を
持
っ
た
消
防
Ｏ
Ｂ

が
お
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
方
の
協
力
を

得
て
地
域
防
災
に
も
っ
と
力
を
入
れ

て
、
地
域
の
方
と
一
緒
に
減
災
を
は
か

る
「
防
災
室
」
を
検
討
さ
れ
な
い
か
。

防
災
に
関
し
て
は
、
現
在
、

担
当
２
名
体
制
で
行
っ
て
い

る
。
役
場
全
体
の
職
員
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
る
と
、
室
の
設
置
は
な
か
な
か
難

し
い
。
一
方
で
近
年
防
災
を
含
む
あ
ら

ゆ
る
危
機
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
総
合
的
に
危
機
管
理
体

制
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
ま
た
、
議
員
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

役
場
職
員
だ
け
で
は
防
災
に
つ
い
て
の

専
門
的
な
知
見
に
は
限
界
が
あ
る
の
も

事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
地
域
に
在
住

の
専
門
知
識
を
持
っ
た
消
防
等
の
Ｏ
Ｂ

の
方
々
を
活
用
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方

法
だ
と
思
う
。

　
現
に
、
地
域
振
興
協
議
会
で
は
、
そ

う
い
っ
た
方
を
防
災
訓
練
等
で
の
講
師

や
指
導
者
と
し
て
活
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。

仲
田

町
長

町
長

2011年９月　境地内の水害状況

今
年
度
の
保
育
園
費
は
昨
年

比
１
億
円
超
だ
。
27
名
の
待

機
児
童
解
消
の
た
め
だ
が
、
近
隣
町

村
に
み
な
い
待
機
児
童
数
を
生
ん
だ

背
景
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
だ
。
こ

れ
ま
で
の
町
の
民
営
化
策
の
検
証
を

求
め
た
い
。

　
直
営
、
民
営
毎
の
入
所
児
童
数
、

運
営
費
（
含
人
件
費
）
を
求
め
る
。

　
民
営
化
で
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
は

ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

　
保
育
士
の
待
遇
改
善
だ
が
、
直
営

と
民
間
の
格
差
を
も
た
ら
し
た
の
で

は
な
い
か
。
直
営
で
の
非
正
規
の
解

消
は
で
き
て
い
な
い
。
各
保
育
士
の

平
均
給
与
、
非
正
規
職
員
の
待
遇
を

問
う
。

　
「
伯
耆
の
国
」
保
育
士
、
町
非
正

規
保
育
士
の
待
遇
改
善
を
求
め
る
。

町
保
育
士
の
増
を
求
め
、
民
営
化
の

見
直
し
を
求
め
る
。

入
所
児
童
は
町
直
営
が
１
６

３
人
、
指
定
管
理
が
１
４
２

人
、
ベ
ア
ー
ズ
18
人
、
キ
ッ
ズ
が
２

人
。

　
運
営
費
（
含
人
件
費
）
は
直
営
が

２
億
３
５
２
４
万
９
千
円
、
民
営
が

合
わ
せ
て
２
億
６
３
２
万
５
千
円
。

　
民
営
保
育
園
で
は
、
朝
７
時
〜
７

時
半
、
夕
方
６
時
半
〜
７
時
ま
で
の

延
長
保
育
を
行
っ
て
い
る
。

　
保
育
士
の
平
均
年
収
は
、
伯
耆
の

国
が
３
９
６
万
５
９
０
０
円
、
町
が

５
８
８
万
４
２
０
０
円
で
あ
る
。
町

非
常
勤
保
育
士
は
週
38
時
間
で
、
月

額
16
万
７
６
０
０
円
か
ら
18
万
４
８

０
０
円
で
あ
る
。

　
次
に
、
民
営
化
に
よ
る
保
育
士
の

待
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
議

会
で
も
お
答
え
し
て
お
り
ま
す
と
お

り
、
１
年
ず
つ
の
雇
用
で
あ
る
町
の

非
常
勤
職
員
か
ら
伯
耆
の
国
の
正
規

雇
用
職
員
と
な
っ
て
雇
用
が
安
定
し

た
こ
と
、
昇
給
の
ほ
か
各
種
手
当
て

も
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

等
が
ご
ざ
い
ま
す
。

真
壁

町
長
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消
費
税
は
収
入
が
少
な
く
、

収
入
の
殆
ど
を
消
費
に
使
う

人
に
と
っ
て
税
率
が
高
く
な
り
、
収

入
が
多
く
収
入
の
多
く
を
消
費
に
回

さ
な
い
人
に
と
っ
て
は
税
率
が
低

い
。
高
所
得
者
が
優
遇
さ
れ
不
平
等

と
な
る
。

①
本
来
な
ら
消
費
税
は
廃
止
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
町
長
は

ど
う
考
え
る
か
？

②
２
０
２
９
年
９
月
以
降
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
免
税
業

者
か
ら
仕
入
れ
を
行
っ
た
場
合
、
税

額
控
除
が
出
来
な
く
な
る
。
そ
の

為
、
仕
入
れ
業
者
は
免
税
業
者
か
ら

の
仕
入
れ
を
止
め
る
か
、
免
税
業
者

に
対
し
て
値
引
き
を
求
め
る
事
に
な

る
。
こ
の
様
な
制
度
の
導
入
を
ど
の

様
に
考
え
る
か
？

③
消
費
税
が
10
％
に
な
っ
た
場
合
、

南
部
町
内
の
公
共
料
金
で
値
上
げ
に

な
る
も
の
は
何
が
あ
る
か
？

①
消
費
税
導
入
の
背
景
は
少

子
高
齢
化
に
伴
う
年
金
、
福

祉
を
中
心
と
し
た
社
会
保
障
費
の
財

源
確
保
を
目
的
と
し
て
い
る
。
異
を

唱
え
る
気
持
ち
は
な
い
。

②
今
回
の
税
制
改
正
の
大
き
な
論
点

の
一
つ
。
事
業
者
に
取
っ
て
は
少
な

か
ら
ず
影
響
は
懸
念
さ
れ
る
。
私
自

身
、
制
度
の
構
築
に
関
し
、
地
方
議

会
で
賛
否
の
議
論
は
馴
染
ま
な
い
と

考
え
る
。
質
問
に
対
す
る
答
弁
は
控

え
る
。

③
上
下
水
道
事
業
、
病
院
事
業
な
ど

の
公
営
企
業
会
計
は
料
金
の
算
定
根

拠
に
消
費
税
が
直
接
影
響
し
、
増
税

分
２
％
が
増
額
と
な
る
。
一
方
、
地

方
自
治
体
の
一
般
会
計
は
消
費
税
の

納
税
額
が
発
生
し
な
い
。
し
か
し
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
会
議
室
の
使
用
料

や
手
数
料
な
ど
は
民
間
と
の
競
合
の

観
点
か
ら
消
費
税
を
考
慮
す
べ
き
料

金
で
あ
る
。
10
月
の
消
費
税
増
税
の

時
期
と
は
一
致
し
な
い
が
、
各
施
設

の
基
本
使
用
料
に
つ
い
て
、
消
費
税

を
考
慮
し
た
提
案
を
改
め
て
、
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

消
費
税

加
藤
　学 

議
員

Ｑ
消
費
税
は
廃
止
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

Ａ
異
を
唱
え
る
気
は
な
い

町
長

加
藤町

の
保
育
施
策

真
壁
容
子 

議
員

Ｑ
正
規
職
員
化
で
雇
用
の
安
定
を

Ａ
長
期
的
に
見
れ
ば
民
間
サ
ー
ビ
ス
が
あ
が
っ
て
い
く
の
で
は

町
長

国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

亀
尾
共
三 

議
員

Ｑ
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
求
め
る

Ａ
繰
り
入
れ
は
考
え
て
い
な
い

町
長

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の

多
く
は
所
得
が
増
え
な
い

中
、
精
い
っ
ぱ
い
背
伸
び
し
な
が
ら

税
を
納
め
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態

だ
。
負
担
の
軽
減
を
求
め
る
。
国
保

税
は
他
の
健
康
保
険
と
比
べ
構
造
上

で
負
担
が
高
い
、
軽
減
の
た
め
に
、

国
保
会
計
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
求
め
る
。

　
所
得
が
な
い
世
帯
、
33
万
円
以

下
、
60
万
５
千
円
以
下
、
88
万
円
以

下
、
１
７
０
万
５
千
円
以
下
、
そ
れ

ぞ
れ
の
税
額
は
幾
ら
か
。

　
国
の
法
定
減
免
制
度
に
該
当
の
軽

減
世
帯
で
２
割
、
５
割
、
７
割
の
数

は
幾
ら
か
。
３
月
議
会
に
続
き
、
均

等
割
り
の
廃
止
を
求
め
る
。

　
次
に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
対

象
者
数
と
ひ
と
り
暮
ら
し
数
と
％
は

幾
ら
か
。

　
所
得
の
最
高
額
と
最
低
額
、
平
均

額
は
幾
ら
か
。

所
得
な
し
世
帯
は
、
２
万
１

４
２
０
円
。
33
万
円
以
下
は

９
万
４
０
８
０
円
。
60
万
５
千
円
以

下
は
13
万
９
１
６
０
円
。
88
万
円
以

下
は
16
万
９
９
６
０
円
。
１
７
０
万

５
千
円
以
下
は
26
万
２
３
６
０
円
で

あ
る
。

　
法
定
減
免
世
帯
の
数
は
９
２
５
世

帯
、
62
．８
％
で
あ
る
。
そ
の
内
訳

と
し
て
２
割
軽
減
は
１
６
４
世
帯
、

５
割
は
３
２
６
世
帯
、
７
割
は
４
３

５
世
帯
で
あ
る
。
均
等
割
り
の
廃
止

は
出
来
な
い
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
国
保
会

計
に
投
入
す
る
こ
と
は
、
国
保
世
帯

以
外
の
町
民
の
方
と
の
負
担
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
理
解
が
得
ら
れ
が
た

い
。
繰
り
入
れ
は
考
え
て
い
な
い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
支

援
は
、
２
０
５
１
人
、
一
人
暮
ら
し

は
３
５
１
世
帯
、
75
歳
以
上
の
方
の

課
税
デ
ー
タ
を
集
計
し
た
と
こ
ろ
、

所
得
額
の
平
均
は
38
万
６
８
３
９
円

で
あ
っ
た
。

亀
尾

町
長

地
域
防
災

仲
田
司
朗 

議
員

Ｑ
総
務
課
内
に
「
防
災
室
」
の
設
置
の
考
え
は

Ａ
室
の
設
置
は
な
か
な
か
難
し
い

町
長

現
在
、
事
務
職
員
の
担
当
者

と
新
た
に
採
用
さ
れ
て
い
る

防
災
担
当
者
で
町
内
の
防
災
全
般
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
近
年
の
豪

雨
災
害
等
を
鑑
み
る
と
、
い
つ
災
害
が

あ
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、
限

ら
れ
た
職
員
で
は
な
か
な
か
対
応
し
き

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
町

内
に
は
専
門
知
識
を
持
っ
た
消
防
Ｏ
Ｂ

が
お
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
方
の
協
力
を

得
て
地
域
防
災
に
も
っ
と
力
を
入
れ

て
、
地
域
の
方
と
一
緒
に
減
災
を
は
か

る
「
防
災
室
」
を
検
討
さ
れ
な
い
か
。

防
災
に
関
し
て
は
、
現
在
、

担
当
２
名
体
制
で
行
っ
て
い

る
。
役
場
全
体
の
職
員
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
る
と
、
室
の
設
置
は
な
か
な
か
難

し
い
。
一
方
で
近
年
防
災
を
含
む
あ
ら

ゆ
る
危
機
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
総
合
的
に
危
機
管
理
体

制
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
ま
た
、
議
員
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

役
場
職
員
だ
け
で
は
防
災
に
つ
い
て
の

専
門
的
な
知
見
に
は
限
界
が
あ
る
の
も

事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
地
域
に
在
住

の
専
門
知
識
を
持
っ
た
消
防
等
の
Ｏ
Ｂ

の
方
々
を
活
用
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方

法
だ
と
思
う
。

　
現
に
、
地
域
振
興
協
議
会
で
は
、
そ

う
い
っ
た
方
を
防
災
訓
練
等
で
の
講
師

や
指
導
者
と
し
て
活
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。

仲
田

町
長

町
長

2011年９月　境地内の水害状況

今
年
度
の
保
育
園
費
は
昨
年

比
１
億
円
超
だ
。
27
名
の
待

機
児
童
解
消
の
た
め
だ
が
、
近
隣
町

村
に
み
な
い
待
機
児
童
数
を
生
ん
だ

背
景
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
だ
。
こ

れ
ま
で
の
町
の
民
営
化
策
の
検
証
を

求
め
た
い
。

　
直
営
、
民
営
毎
の
入
所
児
童
数
、

運
営
費
（
含
人
件
費
）
を
求
め
る
。

　
民
営
化
で
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
は

ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

　
保
育
士
の
待
遇
改
善
だ
が
、
直
営

と
民
間
の
格
差
を
も
た
ら
し
た
の
で

は
な
い
か
。
直
営
で
の
非
正
規
の
解

消
は
で
き
て
い
な
い
。
各
保
育
士
の

平
均
給
与
、
非
正
規
職
員
の
待
遇
を

問
う
。

　
「
伯
耆
の
国
」
保
育
士
、
町
非
正

規
保
育
士
の
待
遇
改
善
を
求
め
る
。

町
保
育
士
の
増
を
求
め
、
民
営
化
の

見
直
し
を
求
め
る
。

入
所
児
童
は
町
直
営
が
１
６

３
人
、
指
定
管
理
が
１
４
２

人
、
ベ
ア
ー
ズ
18
人
、
キ
ッ
ズ
が
２

人
。

　
運
営
費
（
含
人
件
費
）
は
直
営
が

２
億
３
５
２
４
万
９
千
円
、
民
営
が

合
わ
せ
て
２
億
６
３
２
万
５
千
円
。

　
民
営
保
育
園
で
は
、
朝
７
時
〜
７

時
半
、
夕
方
６
時
半
〜
７
時
ま
で
の

延
長
保
育
を
行
っ
て
い
る
。

　
保
育
士
の
平
均
年
収
は
、
伯
耆
の

国
が
３
９
６
万
５
９
０
０
円
、
町
が

５
８
８
万
４
２
０
０
円
で
あ
る
。
町

非
常
勤
保
育
士
は
週
38
時
間
で
、
月

額
16
万
７
６
０
０
円
か
ら
18
万
４
８

０
０
円
で
あ
る
。

　
次
に
、
民
営
化
に
よ
る
保
育
士
の

待
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
議

会
で
も
お
答
え
し
て
お
り
ま
す
と
お

り
、
１
年
ず
つ
の
雇
用
で
あ
る
町
の

非
常
勤
職
員
か
ら
伯
耆
の
国
の
正
規

雇
用
職
員
と
な
っ
て
雇
用
が
安
定
し

た
こ
と
、
昇
給
の
ほ
か
各
種
手
当
て

も
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

等
が
ご
ざ
い
ま
す
。

真
壁

町
長
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４月

火
木

月

月

2
11

15

22

日 曜日 会議･行事
鳥取県町村議長会役員会、広報委員会①
広報委員会②
全員協議会、　議会改革調査特別委員会、 
地方行政調査特別委員会
広報委員会③

６月

1
14
17
18
19

20

21
25
26
27
28

土
火
月
火
水

木

金
火
水
木
金

日 曜日 会議･行事
法勝寺川青木地区河川改修事業完成式
定例議会　議会運営委員会・全員協議会・本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
常任委員会
常任委員会、地方行政調査特別委員会、議会改革
調査特別委員会
定例議会　議会運営委員会・全員協議会・本会議
西部町村議会議長会臨時総会、連絡会
２か町清掃施設行政管理組合議会行政調査
２か町清掃施設行政管理組合議会行政調査
２か町清掃施設行政管理組合議会行政調査

５月

15
21

22

24

27

28
29

水
火

水

金

月

火
水

日 曜日 会議･行事
鳥取県町村議会議長会役員会、監査会
行政調査受入（名護市議会）
中国横断新幹線（伯備新幹線）中海・宍道湖・大山
圏域整備推進会議
西部町村議長会臨時総会
議会運営委員会、日野川水系改修促進期成同盟会総
会、中国横断自動車道岡山米子線４車線化促進期成
同盟会総会
全国町村議会議長副議長研修会
全国町村議会議長副議長研修会

議会活動日誌

議会改革調査特別委員会

行政に対する要望･意見･提案をしたい！
青年議会議員を募集します!!

第2回 南部町青年議会議員募集要項
目　　的／⑴青年の町政に対する関心を高め、その意見を町政に反映させる。
　　　　　⑵民主政治に対する理解と正しい関わり方の学習の場とする。
　　　　　⑶豊かな社会性や人間性を育む機会とする。
応募資格／南部町にお住いの15歳（高校生以上）から、概ね40歳までの者。
募集人員／一般質問者14名以内（応募多数の場合は選考します）
活動期間／選任の日（令和元年9月7日予定）から令和2年２月2８日まで。
活動内容／９月７日から、本会議開催１月25日までに数回の学習会を開催します。議場（本会議）で町執
　　　　　行部に対し一般質問を行っていただきます。詳しくは、南部町議会ホームページから青年議会募
　　　　　集・実施要項をご覧ください。
応募方法／別紙の応募用紙に必要事項を記載のうえ提出（郵送可）又はファクシミリで、ご応募ください。
応募締切／令和元年８月30日（金）（必着）
応募先･問い合わせ先／南部町議会事務局（担当：藤原）TEL 0859-66-4804　FAX 0859-66-4806

選
任
式
・
学
習
会

第
一
回
青
年
議
会
議
員
・
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
集
合
写
真

堂
々
と
し
た
質
問

真剣な陶山町長の答弁

前
永
江
教
育
長
は
、
15
年
間

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ク
ー
ル
、ま
ち
未
来
科
、高
校
生
サ
ー

ク
ル
や
新
青
年
団
の
再
興
を
進
め

た
。
青
年
議
会
へ
と
進
め
、
人
権
、

同
和
教
育
や
家
庭
教
育
、
文
化
財
保

護
や
社
会
体
育
等
南
部
町
の
教
育
方

針
で
あ
る
「
一
歩
前
へ
」
を
具
体
化

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
バ
ト
ン
は
次

の
走
者
へ
引
き
継
ぎ
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

完
了
で
す
と
言
わ
れ
た
。

　
新
福
田
教
育
長
は
我
が
南
部
町
に

新
し
い
教
育
施
策
を
ど
の
よ
う
に
さ

れ
る
の
か
問
う
。

南
部
町
の
教
育
方
針
「
一

歩
前
へ
」
を
さ
ら
に
推
進

す
べ
き
教
育
長
と
し
て
、
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、
ふ
る
さ
と
、
愛
、
未
来
、
そ

し
て
人
づ
く
り
と
考
え
、
キ
ー
ワ
ー

ド
と
と
も
に
、
学
校
教
育
と
社
会
教

育
を
両
輪
と
し
て
、
ゼ
ロ
歳
の
子
供

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
笑
顔
で
元
気

で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
人
生
が
豊
か

で
、
町
全
体
に
活
気
が
あ
ふ
れ
、
南

部
町
で
暮
ら
す
こ
と
、
南
部
町
で
育

つ
こ
と
が
誇
れ
る
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
第
２
期
南
部
町
教
育
振
興
基
本
計

画
を
も
と
に
６
つ
に
絞
っ
て
新
し
く

考
え
た
部
分
を
上
げ
実
行
し
て
い
き

た
い
。

　
第
一
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
を
、
園
、
小
・
中
学
校
が
一
貫
し

た
形
に
な
る
よ
う
推
進
し
、
南
部
町

を
支
え
る
人
材
を
作
る
。

　
第
二
、
ま
ち
未
来
科
で
は
生
徒
た

ち
の
発
想
を
町
の
将
来
に
活
か
す
仕

組
み
作
る
。

　
第
三
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
保
育
の
質
を

高
め
保
育
と
学
校
教
育
と
の
繋
が
り

を
強
化
し
、
南
部
町
版
保
育
要
録
の

実
施
に
取
り
組
む
。

　
第
四
、
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
に
あ
た
り
複
合
施
設
が
有

効
活
用
で
き
る
よ
う
見
直
し
を
図
る
。

　
第
五
、
高
校
生
サ
ー
ク
ル
を
積
極

的
に
支
援
す
る
。

　
第
六
、
人
権
教
育
な
ど
に
力
を
入

れ
て
い
く
。

教
育
施
策
に
つ
い
て

細
田
元
教 

議
員

Ｑ
新
教
育
長
の
新
し
い
教
育
施
策
を
問
う

Ａ
南
部
町
を
誇
れ
る
教
育
に
取
り
組
む

教
育
長

細
田

教
育
長
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一般質問
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２か町清掃施設行政管理組合議会行政調査
２か町清掃施設行政管理組合議会行政調査

５月

15
21

22

24

27

28
29

水
火

水

金

月

火
水

日 曜日 会議･行事
鳥取県町村議会議長会役員会、監査会
行政調査受入（名護市議会）
中国横断新幹線（伯備新幹線）中海・宍道湖・大山
圏域整備推進会議
西部町村議長会臨時総会
議会運営委員会、日野川水系改修促進期成同盟会総
会、中国横断自動車道岡山米子線４車線化促進期成
同盟会総会
全国町村議会議長副議長研修会
全国町村議会議長副議長研修会

議会活動日誌

議会改革調査特別委員会

行政に対する要望･意見･提案をしたい！
青年議会議員を募集します!!

第2回 南部町青年議会議員募集要項
目　　的／⑴青年の町政に対する関心を高め、その意見を町政に反映させる。
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応募方法／別紙の応募用紙に必要事項を記載のうえ提出（郵送可）又はファクシミリで、ご応募ください。
応募締切／令和元年８月30日（金）（必着）
応募先･問い合わせ先／南部町議会事務局（担当：藤原）TEL 0859-66-4804　FAX 0859-66-4806
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直撃インタビュー

　今年度から指定管理者となったスマイル
キューブ代表の都築さんに抱負を伺いました。

なぜ今キャンプブームなのですか
90年代はキャンプブームがありました。
その時代にキャンプを楽しんだ子どもた
ちが親世代になっていること。さらに、
お金の使い方で自然と触れ合いながら癒
される休暇の過ごし方を求める方が増え
た事です。

Ｑ
A

緑水湖オートキャンプ場の魅力は
特に都市部から来られる方にとって、大
山を望むこの大自然は魅力そのもので
す。また、鳥取県は「星の見えやすさ」
で全国一位です。夜空を見上げれば星に
手が届きそうな大空間が魅力です。

Ｑ
A

今後の展開は
このキャンプ場の魅力を様々なSNSを使
いPRしていきます。特に美しい「星
空」は最大の魅力です。従来からの
「キャンプは夏」から脱し、空気が澄む
「冬の星取キャンプ」に力を入れていき
たい。一年を通して、より多くの方に南
部町に滞在してもらい南部町を感じても
らいたいと思います。

Ｑ
A

株式会社

直撃イ
ンタビ

ュー

代 表　都築　法明さん

スマイルキューブ
【指定管理者】

緑水湖
オートキャンプ場

行政調査特別委員会

行政調査報告!

視察先１：福島県浪江町
　東京電力福島原発の事故発生後、6年後の平成29年3月31日一部地域への
立ち入りが解除されてから町民の帰還が始まった。震災前の人口は21,434
人であったものが5月31日現在は1,051人となっている。人が帰れない、住
めない状況が継続している。
　そんな中、必死に復興に取り組んでいる姿と現地を確認しました。
◆急ぎ災害廃棄物の撤去を進めること。受付の68％が完了した。
◆道路の復旧整備は一番。鉄道は浪江以北開通したが以南は来年春に開通見込みで全線開通する見込み。
◆災害公営住宅、再生賃貸住宅の建設が進められている。（町外にも復興公営住宅整備2,500戸）

◆帰還困難区域に帰れるよう再生の取り組み。特定復興再生拠点区域３地区
　の除染及びインフラ復旧・整備を一体的に5年を目途に目指している。
◆農林業の再興に向けて19行政区で13復興組合が活動中。花きを市場出荷､
　漁業も29隻戻っている。水稲も平成26年より実証栽培し全量全袋検査で
　基準値以下となり平成27年より販売開始した。

7月３・４・５日
２町を視察しました

　今回の行政調査は、東日本大震災から9年が経過した福島県浪江町と宮城県南三陸町の２町を視察し
ました。原発の影響で立ち入り制限されていた地域の一部解除による復興への浪江町の取組み、20ｍ
を超える津波で消失した港町の再建に地盤をかさ上げし、復興を目指す南三陸町の取組みを報告します｡

（この先が原発でここから立入禁止）

※やらなければならないことは山積み。人がまだ帰還していなく町の生業(なりわい)が成り立たない｡
　被災された職員自ら次世代へ引き継ぐ｢ふるさと｣なみえの再生に取り組む姿に心打たれました。

視察先２：宮城県南三陸町
　津波に呑まれる最後の一瞬まで避難を放送し続けた防災センター職員の遠藤
さんの声が聞こえてくるような南三陸町は、山を削り海岸地区の平地を10ｍも
の地盤かさ上げをしていた。海岸線も高い防潮堤がどんどん建設されている。
平成29年9月30日に役場本庁者が完成し、主な復興計画は進んでいる。
◆災害時の仮設住宅は町内外で2,195戸であったが現在は9戸の23人までになった。
◆地域公共交通のＪＲ気仙沼線の「柳津～気仙沼」間はルート移設に莫大な費用が掛かるので路線を使用しＢ
　ＲＴ（バスが走る高速輸送システム）に変更し開通した。
◆住宅造成工事(防災集団移転促進事業・災害公営住宅整備事業)は完了した。引き続き個別移転助成事業、被
　災世帯独自支援事業は継続中だ。

◆漁業の志津川港本港以外の23漁港の漁業集落防災機能強化事業（高台移転居住と
　港を結ぶ）予定。
◆公共施設の小･中学校､病院､総合ケアセンター､子育て拠点施設4施設の復旧完了｡
◆農業、商工業など約半分以上が再開し、水産業もほぼ82%復旧再開している。観
　光客も増加傾向だ。
※着々と復興が進んでいる状況を間近に視察できたが､被災された「語り部」に現地案内と詳細説明を受け、
ある　高台に行った。かなり高い位置なのにその建物の一階まで津波が押し寄せたとのこと。津波の現実を実感
した｡（復興が進む防潮堤）

（「語り部」から説明を受ける）

（災害廃棄物の仮置き場）手ぶらでキャンプ（貸し出しテント）

レンタル用のキャンピングカー

おいしい

ピザ焼い
てます



なんぶ議会だより　第 60号11 なんぶ議会だより　第 60号 10

直撃インタビュー

　今年度から指定管理者となったスマイル
キューブ代表の都築さんに抱負を伺いました。

なぜ今キャンプブームなのですか
90年代はキャンプブームがありました。
その時代にキャンプを楽しんだ子どもた
ちが親世代になっていること。さらに、
お金の使い方で自然と触れ合いながら癒
される休暇の過ごし方を求める方が増え
た事です。

Ｑ
A

緑水湖オートキャンプ場の魅力は
特に都市部から来られる方にとって、大
山を望むこの大自然は魅力そのもので
す。また、鳥取県は「星の見えやすさ」
で全国一位です。夜空を見上げれば星に
手が届きそうな大空間が魅力です。

Ｑ
A

今後の展開は
このキャンプ場の魅力を様々なSNSを使
いPRしていきます。特に美しい「星
空」は最大の魅力です。従来からの
「キャンプは夏」から脱し、空気が澄む
「冬の星取キャンプ」に力を入れていき
たい。一年を通して、より多くの方に南
部町に滞在してもらい南部町を感じても
らいたいと思います。

Ｑ
A

株式会社

直撃イ
ンタビ

ュー

代 表　都築　法明さん

スマイルキューブ
【指定管理者】

緑水湖
オートキャンプ場

行政調査特別委員会

行政調査報告!

視察先１：福島県浪江町
　東京電力福島原発の事故発生後、6年後の平成29年3月31日一部地域への
立ち入りが解除されてから町民の帰還が始まった。震災前の人口は21,434
人であったものが5月31日現在は1,051人となっている。人が帰れない、住
めない状況が継続している。
　そんな中、必死に復興に取り組んでいる姿と現地を確認しました。
◆急ぎ災害廃棄物の撤去を進めること。受付の68％が完了した。
◆道路の復旧整備は一番。鉄道は浪江以北開通したが以南は来年春に開通見込みで全線開通する見込み。
◆災害公営住宅、再生賃貸住宅の建設が進められている。（町外にも復興公営住宅整備2,500戸）

◆帰還困難区域に帰れるよう再生の取り組み。特定復興再生拠点区域３地区
　の除染及びインフラ復旧・整備を一体的に5年を目途に目指している。
◆農林業の再興に向けて19行政区で13復興組合が活動中。花きを市場出荷､
　漁業も29隻戻っている。水稲も平成26年より実証栽培し全量全袋検査で
　基準値以下となり平成27年より販売開始した。

7月３・４・５日
２町を視察しました

　今回の行政調査は、東日本大震災から9年が経過した福島県浪江町と宮城県南三陸町の２町を視察し
ました。原発の影響で立ち入り制限されていた地域の一部解除による復興への浪江町の取組み、20ｍ
を超える津波で消失した港町の再建に地盤をかさ上げし、復興を目指す南三陸町の取組みを報告します｡

（この先が原発でここから立入禁止）

※やらなければならないことは山積み。人がまだ帰還していなく町の生業(なりわい)が成り立たない｡
　被災された職員自ら次世代へ引き継ぐ｢ふるさと｣なみえの再生に取り組む姿に心打たれました。

視察先２：宮城県南三陸町
　津波に呑まれる最後の一瞬まで避難を放送し続けた防災センター職員の遠藤
さんの声が聞こえてくるような南三陸町は、山を削り海岸地区の平地を10ｍも
の地盤かさ上げをしていた。海岸線も高い防潮堤がどんどん建設されている。
平成29年9月30日に役場本庁者が完成し、主な復興計画は進んでいる。
◆災害時の仮設住宅は町内外で2,195戸であったが現在は9戸の23人までになった。
◆地域公共交通のＪＲ気仙沼線の「柳津～気仙沼」間はルート移設に莫大な費用が掛かるので路線を使用しＢ
　ＲＴ（バスが走る高速輸送システム）に変更し開通した。
◆住宅造成工事(防災集団移転促進事業・災害公営住宅整備事業)は完了した。引き続き個別移転助成事業、被
　災世帯独自支援事業は継続中だ。

◆漁業の志津川港本港以外の23漁港の漁業集落防災機能強化事業（高台移転居住と
　港を結ぶ）予定。
◆公共施設の小･中学校､病院､総合ケアセンター､子育て拠点施設4施設の復旧完了｡
◆農業、商工業など約半分以上が再開し、水産業もほぼ82%復旧再開している。観
　光客も増加傾向だ。
※着々と復興が進んでいる状況を間近に視察できたが､被災された「語り部」に現地案内と詳細説明を受け、
ある　高台に行った。かなり高い位置なのにその建物の一階まで津波が押し寄せたとのこと。津波の現実を実感
した｡（復興が進む防潮堤）

（「語り部」から説明を受ける）

（災害廃棄物の仮置き場）手ぶらでキャンプ（貸し出しテント）

レンタル用のキャンピングカー

おいしい

ピザ焼い
てます



　
山
陰
地
方
で
は
、
今
年
は
、
例
年

に
比
べ
て
梅
雨
入
り
が
か
な
り
遅

か
っ
た
。
七
月
に
入
っ
て
か
ら
も
梅

雨
前
線
が
上
が
ら
ず
、
例
年
よ
り
雨

の
量
、
雨
の
日
が
少
な
く
感
じ
ま

す
。
南
九
州
地
方
で
は
、
雨
雲
が
停

滞
し
て
、
大
雨
が
続
き
、
土
砂
災
害

警
報
や
避
難
指
示
が
出
さ
れ
た
と

ニ
ュ
ー
ス
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
　

　
山
陰
地
方
で
は
、
梅
雨
の
終
わ
り

に
か
け
て
、
大
雨
の
被
害
が
出
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
南
部
町
で
大
雨
に

よ
る
災
害
が
発
生
し
た
の
は
、
そ
ん

な
に
過
去
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し

て
、
日
常
か
ら
の
準
備
、
い
つ
何
が

あ
っ
て
も
対
応
で
き
る
備
え
を
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
五
月
に
田
植
え
を
し
て
二
か
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
田
ん
ぼ

の
稲
は
、
順
調
に
生
育
し
て
き
ま
し

た
。
田
ん
ぼ
に
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

ひ
と
め
ぼ
れ
、
絹
む
す
め
、
星
空
舞

な
ど
品
種
は
違
い
ま
す
が
、
今
ま
さ

に
緑
一
色
で
す
。
こ
の
ま
ま
、
順
調

に
秋
の
収
穫
に
向
か
っ
て
行
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。
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尾
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７
月
９
日
か
ら
16
日
（
７
泊
８

日
）
ま
で
、
韓
国
ハ
ン
リ
ム
大
学

日
本
学
科
の
学
生
６
名
が
南
部
町

内
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
お
世

話
に
な
り
、
日
本
の
歴
史
や
文
化

の
体
験
で
滞
在
し
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
で
、
こ
れ
ま
で
２
１

７
名
の
学
生
が
南
部
町
の
地
で
過

ご
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
国
家
間
で
は
政
治
的
な

様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
南

部
町
か
ら
一
番
近
い
異
国
、
韓
国

と
の
民
間
レ
ベ
ル
で
の
草
の
根
交

流
が
、
今
ま
で
以
上
に
今
後
と
も

深
め
る
こ
と
が
、
必
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
南
部
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
交

流
を
生
か
し
、
今
年
の
９
月
か
ら

ハ
ン
リ
ム
大
学
の
学
生
に
南
部
町

で
働
き
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
の
対
応
や
町
民
と
の
絆

を
深
め
る
た
め
の
事
業
を
計
画
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
８

月
に
高
校
生
サ
ー
ク
ル
の
韓
国
訪

問
も
計
画
し
て
お
り
、
こ
の
度
の

滞
在
中
に
も
、
大
学
生
と
高
校
生

と
の
交
流
を
深
め
る
時
も
設
け
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
25
年
の
節
目
に

あ
た
っ
て
、
さ
ら
な
る
交
流
を
深

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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●Ｓサイズ　２フレーバー　380円（税込み）
●Ｍサイズ　３フレーバー　480円（税込み）

ひまわり保育園法勝寺
庁舎

花回廊

馬佐良

米子市街

え
ぷ
ろ
ん

会
見
小
学
校

パッチェリービー

プラザ西伯
■    

『
南
部
町
産
の
材
料（
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
な
ど
）を
豊
富
に
使
っ
て
あ
り
ま
し
た
。』  （
取
材
担
当
者
）


